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蒙扉凋電気乾靖磯による布り乾燥
東東咎衷大裁考　o 生野鳩美　火坊咳き　名崎i枝

〔(社)日本家政学会

　s的　家庭肩り衣類乾燥機には,従未-)ダンプ゛ラー型純雄機に加え7．衣類t静置しマ

廬M,で乾燥-ざせるランジェリー乾蹟機（静置型) ，昂T if・乾燥機が市販！れていi. 衣

m.・,雅類tc 応じ｀て乾燥機毛有効に便うTz めiいま, これらの機種による布・乾燥^^程t掲握

すうやキが｀ある。率報T- II，ダンプヽヽラー型，吊下ヴ^, 静置^ ・）5殖の乾蹟機,こついて，

布・乾燥忿渡。対tる布・）種類・負荷量・影響tしらべ≒　ま副将類。異なる衣類t同呼

に乾増する揚々の問mi､を賎討した。

　'km.　乾燥機は，タンアラ一型(ナショナ,レN H －H 7 ．容量I り）, 吊下少it! 卜a 1

）, 静置型（^菱PR- A /0, 名童θ.23k^）昿試舷布剛綿^ も綿／フクリ･レ混紡･・）

タオ"ろ　サイロントソコットの3 竣を用｡ヽTc , ^水車/00 % ，こ調座した試舷布t 所交時間

乾燥Lit量ｔ測定し，^水導り）変化ヵヽら乾燥速度を求めた。乾燥中・･布の遠度は，熱電

対またぽサーモラA 1レt測隻した。

　結果　乾燥機内の湿度氏　タンブラー型：iS‘'C, 昂下if 型：3S'C．静葦登：S(,'Cであ，

re.いず柚・）乾燥機も。負荷f が多い1}ど乾燥^度ヵヽ･'ii, く。負遡量がヽ表永名t ^こi.ると

寿毎･･･々水孝にノぐラツそが･i c＼，乾きむら^<ヽ認･められた。^咋，タオ几／｡トリコット1単

独で乾燥レた揚々，負伯量が同じないよ｡･，恒李乾燥期の乾煉速度は布･り稽躾によらず可し

ヵヽ・だ。厚さら異なるみt 涜冷し７乾燥ずるヒ. 厚｡･沸ほと゛戦績^度が3i,くlt,わこいヽ７

だ. 布の^度もti車乾燥期,いJ BO'C i らいで愁く，布が乾燥すると機内廬,てJ二｡昇した.

吊下･･riμび静I'^でヽは戦燥枝しわがふよ'J 残らないUら　タンrラー-S! で･iMしか，た。
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学生の洗濯・乾燥時における被服の取り扱いについて

California州との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡教育大　長山芳子

　【目的】多様化する衣生活に対応できる被服整理の内容を知る手かi' りとして, 日常学生

が洗濯や乾燥などに際して、被服のどのような扱い方に注意し、また実際に行っているか

アンケート調査を行い、生活習慣の異なる日本とCalifornia州の学生の比較においで、検

討した。

【調査方法】対象者は、福岡県およびCalifornia州（合衆国、以下Cal.）在住の高校生お

よび大学生とし、有効回収数は52 1名（うちCal .は154名）であった。

　調査期間は, 19 8 7年10 － 12月、方法は自記式配表調査法で行った。

　調査内容は、洗濯回数、柔軟仕上げ剤･使用の有無、洗濯場所・方法、乾燥場所・方法、

洗濯・乾燥する際の注意事項等46項目とした。

【結果】今回調査した高校生はほとんど家族と同居であり、大学生は、日本では約６割、

al .ではほとんどの者か家族と別に生活している．

　日常の被服の洗濯は、日本の大学生は、週２回以上家で洗濯機を使っているのに対し

ｌ。では週にｌ回以下の者か多く、彼らの３割以上がコインランドリーを使用している。

ジャケット・コート類の洗濯は、日本, Cal .ともに、半数以上の大学生か1シーズンに

回商葉洗濯に出すのみである。

Cal .の７割以上が衣類乾燥機を使用しており、戸外で乾燥させる者はほとんどいない。

自分でアイロンかけをしない者は、Cal .では男女とも２割程度であるが、日本では男子

６割に達している。


